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「さがの森林・林業ビジョン（仮称）」
骨子案

令和5年２月 佐賀県農林水産部



１ 名 称
「さがの森林・林業ビジョン（仮称）」

２ 趣 旨
県民の期待並びに森林・林業の現状を踏まえて、佐賀県の森林・林業の課題を

解決する取組を示すもの。

３ 目標年度
策 定︓2023年度
中期目標︓2032年度
長期目標︓2050年度

４ 目指す姿
「持続可能なさがの森林・林業の確立」
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ビジョンの概要



【佐賀県の特色】
 全国一の人工林率▶67％（全国は41％）
 人工林資源の充実▶7割が利用可能
 小規模零細な森林所有▶7割が3ha未満
 早い・強い・優しい三拍子揃ったスギの新品種
「サガンスギ」の登場

【情勢の変化】
 自然災害リスクの増大
 脱炭素社会へ向けた国内外の動き
 ＳＤＧｓへの関心の高まり
 森林・林業の持続性と林業の成長産業化の両立への期待の高まり
 少子高齢化・人口減少社会・林業担い手の減少
 木材価格の長期低迷と近年のウッドショック

森林に対する県民の意識

3

0％
10％
20％
30％
40％
50％
60％
70％

H23 R3

山崩れや洪水などの災害を防止する働き

二酸化炭素を吸収し、地球温暖化を防止する働き

水を蓄え、きれいにする働き
木材を生産する働き
景観を楽しんだり、森林浴などにより心や体を癒す働き
様々な動植物のすみかとなる働き
森林と人との関わりを学ぶなどの教育の場となる働き

【県民アンケート】重要だと思う森林の働きは何ですか︖

 「災害防止」「地球温暖化防止」への
期待が大きい。

 「災害防止」「木材生産」「心や体を
癒す働き」への期待が高まっている。

現状と課題

【課題】
 防災につながる森林づくり
 木材の生産拡大（収益があがる林業の展開）
 木材の利用拡大
 林業担い手の働きやすい環境づくり
 森林・林業の大切さに関する県民意識の醸成



課題を解決する取組
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森林の有する
多面的機能の

発揮

林業の
持続的かつ
健全な発展

森と川・海の
結びつきの
強化

2050年
カーボン

ニュートラル
実現への貢献

2050
（R32年度）

長期目標

多面的機能の発揮
◆間伐等の森林整備◆針広混交林
◆防災につながる森林づくり
◆里山林整備◆森林空間の利用

◆機械化・集約化による効率的な
森林施業

◆伐採及びサガンスギによる再造
林・保育

県産木材の
供給体制の強化

◆県産木材の安定供給体制づくり
◆流通・加工体制の強化

◆建築物の木造化・木質化
◆県産木材の新たな需要創出
◆県産木材利用の普及啓発

県産木材の利用推進

経営基盤の強化
◆生産性向上◆林業事業体の体制強化
◆森林所有者の経営意識の向上
◆特用林産物の生産振興

◆労働環境の改善◆さが林業アカデ
ミーによる人材の確保

◆森川海人っプロジェクトの推進

林業就業者等の
確保・育成

木材の生産拡大


